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質の高いケミカルバイオロジー研究を行うためには、興味深い化合物とスクリ

ーニング系の両方が必要となる。最近の研究論文から ER-to-Golgi-to-plasma 

membrane transport 阻害の系を用いたスクリーニング、そこから得られてきた化

合物を用いてのケミカルバイオロジー研究について紹介する。 
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要旨要旨要旨要旨    

diversity-oriented synthesis(DOS)の概念が提唱されて以来数多くの誘導体が

その概念に添った形で合成されてきた。近年は特にその構造の多様性、数とも

に増加傾向にある。今回紹介する２論文では、DOS の概念より合成された誘導体

をVSVGts-GFPを用いたER-to-Golgi-to-plasma membrane transport 阻害の系にて評

価し、それぞれ CLL-19, Secramine という化合物を得ている。後半の論文では

さらに Secramine を用いて詳細なメカニズム解析を行い Cdc42 と RhoGDI1 の結

合の安定化に関与するのではないかという結論に至っている。 

 

 

 

 




